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Abstract: A 66 years-old male Polynesian farmer visited Apia General Hospital on May 
18, 1973, for the granulomatous lesions on his left leg. Fifteen years ago, he suffered a 
crush wound during work in the plantation of bananas  coconuts and taros. The wound 
healed by medical treatment but soon after he noticed a granulomatous lesion on the site 
of previous scar tissue. The lesion became gradually enlarged and made cauliflower-like 
ulcerogranulomatous vegetations with central healing occupying almost entire left leg. 
KOH-examination of crust and necrotic mass from lesions revealed numerous dark brown. 
hyphae and spores with septation. Materials from the lesions were cultured on Sabouraud's 
glucose agar slants containing cycloheximide and chloramphenicol at room temperature 
and yielded a slow growing, dark brown to greyish, flat colony with short aerial hyphae 
on its surface. Microscopically, Cladosporium-type (Hormodendrum-type) sporulatoin was 


recognized and the fungus was identified as Phialophora pedrosoi. 'This will be the first 
chromomycosis case reported from South Pacific islands. 


は じ o に 


坦 色 真 黄 症 (また は 黒色 分 芽 菌 症 ) は , お も に 熱帯 
地方 に 分 布 す る 深 在 性 の 真菌 症 と され て は いる が , そ 


れ ら の 中 に お いて も か な り の 頻度 の 差 が み ら れ , 一 方 
で は 少数 例 な が ら 指 帯 に 属す る 地方 か ら ゃ 報告 が み ら 
れる な ど , 一 応 全 世界 に 分 布 し て いる も の と 考え られ 
て いる (Conant et al., 1971 : Emmons et al., 
1970). 

し か し な が ら , まだ この 症例 の 報告 の な い 地方 も か 
な りあ り , それ ら の 地方 に お ける 症例 の 有無 , ある い 
TAE, 菌 学 な ど に つい て 大 き な 典 味 が も る た れ て いる 
も の で ある . 今回 著者 は , 南 太平 洋 の 島内 に 属す る 西 
サモ ア 国 (南緯 13~14°, 西経 171—173?) に お い 
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C, 度 膚 病 検診 の 際 本 症 の 1 例 を 発見 し , その , HF 
的 検索 を 行なう 機会 を も っ た の で 症例 と 億 わせ て 報告 
する . | 

南 太 平 洋 の 島 出 に お ける 本 症 の 報告 は まだ み ら れ て 
お ら ず , 本 症例 は その 第 1 例 に 当たる と 思わ れる . 


症 例 


66 才 農夫 , ポリ ネシア 系 サモ ア 人 . これ まで 西 サ モ 
ア 国 以外 に 居住 し た こと は な い .. 

約 15 年 前 , バナ ナ , ココ ナッツ, タロ 学 な どの 農園 で 
作業 中 , 岩 に は さま れ て 左足 関節 内 側 に 挫 創 を うら けた. 
この 創 は 医 治 に ょ り 間 も な く 軽 快 し た が . その 後 同 部 
(に QUERO EK 肉芽 腫 性 潰瘍 を 生じ , し だ い に 拡 大 
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し て 来 た . この 間 数 回 に わた る 病巣 の 切除 を うけ た が , 


その 都度 再発 し た と 云う . | 
1973 年 6 H, 著者 が 診 た 時 に は , 病巣 は ほな ぼ 左 下肢 
全般 を 占め る 程 に 拡大 し て いた . すなわち , 左足 関節 
P348) 0 RB, 下 朋 に か け て 巨大 な , 不 規則 に 隆起 し 
た 肉芽 腫 が あり , 辺 縁 は 明確 に 正常 度 面 より も り 上 っ 
て いる が , それ ら の 周囲 に は ほぼ 同じ 性 状 を も っ た 娘 
病巣 が , REN, 膝蓋 部 より 大 用 に まで 点々 と 散在 また 
は 集 導 し て いる . これ ら の 病巣 は いずれ も 鮮 紅色 で カ 


リフ ラッ ー 様 の 増殖 を 示 め し て お り , 易 出 血性 で ある . 


中 央 部 は 療 痕 形成 の 傾向 を 示 め す が , 色素 の 沈着 は む 
LT? i Mapp り 発 し な い (Photo. 1). 

リン 和 飾 の 腫 大 な し . その 他人 簡単 な 打 聴 診 に お いて 
は , と くに 転移 と 思わ れる 病巣 は な か っ た . 病理 組織 
学 的 検索 は 行なえ な か っ た . 


A 学 的 de E 


病巣 より の 壊死 組織 , dz BUB Ix EC つい て 
KOH 標本 に よる 検索 を 行ない , いずれ より も 褐色 調 

を 示 め す 菌糸 , 一 部 に 分 割線 を 有する 大 型 の 胞子 
CSclerotic cell) な ど を 豊富 に 認め た (Photo. 2). 

現地 に お いて 分 離 培養 は 行なえ を な か っ た が , tof 
長崎 大 学 医学 部 皮膚 科学 教室 に お いて , 病 的 材料 を ク 
ロマ イ ・ ア クチ ジオ ン 加 サブ ロー 培地 上 に 培養 する こ 
と に より , 病原 菌 の 分 離 を 行なう こと が 出来 た . 

分 離さ れ た 菌 は , 発育 が や や 遅く , 30 日 で 経 約 40 
mm に 達する . 表面 は ほぼ 一 様 な 帯 緑 灰 褐色 で 短 か 
い 気 中 菌 氷 を 有 し , ビロード 様 . 中 心 部 に 小さ な 隆 ま 
DA dt, そこ より 数 条 の 放射 状 の と ダ を 作る . RU 
HAORA LERT, 周辺 に は 黒色 の 塔 地内 菌糸 を 還 
žr mm 生じ て いる (Photo. 3). | 

スラ イド カル チャ ー で は Hormodendrum 7 


(Cladosporium 型 ) と 一 部 Acrotheca 型 の 分 生子 形 


成 を し めし , これ ら に より Conant et al. (1971), 
Ajello et.al (1966), 高橋 て (1956) に し た が い 本 菌 を 
Phialophora pedrosoi ( Hormodendrum pedrosoi) と 同 
定 し た (Photo. 4). | 


| か ん が えと まとめ 
さき に の べた よう に , (いわ ゆる 玩 状 皮 ぁ 作 弄 の ) 
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1) Ajello, L., Georg, L. K., 


Kaplan, W. & Kaufman, L. (1966) : 


黒色 真菌 定 の 分 布 は ほとん ど 全 世界 に 及 ん で お り , T 
れ ら の 臨床 症状 た ど に つい て は ほぼ つく され た 感 が あ 
る が , それ で も な お 報告 の み ら れ な い 土 地 も ふか な り 残 
っ て いる . 著者 の 知る か ぎり で は , これ まで 南 太 平 洋 
tS 
は その 第 1 例 に 当たる と 思わ れる . 

D RE T A NN rom 
種 , 各地 方 に お ける 分 布 状態 に お いて 若干 の 特色 が みろ 
られ る . すなわち , まず Phialophora pe の osoz は 原 
因 菌 と し て も っ と も 多く 分 離さ れ て お り , その 分 布 も 
会 世界 に わた っ て いる . これ に 対し Cladosporium 
carionü は オー スト ラリ ア , ベネ ズ エ ラ , 南ア フリ カ 
な ど に 限局 し て 見 出さ れ て お り , また Phialophora 
dermatitidis は 極東 と くに 日 本 に 多い と 云う 具合 で あ 
る . 

これ ら の 真菌 が どの よう な 方 法 , 経路 を へ て 全 世 界 
に 分 布 す る よう に な っ た か は 明らか で は な い が , た と 
えば 高等 植物 , 動物 な ど に つい て は , オー スト ラリ ア 
大 陸 の 間 に ウ ォ ー レ ス 線 , 新 ウ ォ ー レ ス 線 , ウ ェ ー バ 
ー 線 な ど そ の 分 布 上 の 境界 が み ら れ て いる し , また ア 
ジア と アメ リカ 大 陸 の 間 に は , 人 類 を 含め た 動植物 の 
類似 ふみ られ る な ど , それ ら の 発達 , 進展 の 経路 を し 
めす 例証 が 残っ て いる (山田 常雄 他 , 1960). 

真菌 な ど を 含む 下 等 な 動植物 に お いて は , これ ら の 
推測 を な す に 足る 証拠 は , その 体 細 胞 や 組織 の 構築 上 
の 特徴 の た め に 残さ れ て いな い が , HAR (た と えば 
土 中 な ど ) に お ける 生活 を 行なう の と 同 持 に , また 人 
間 そ を その他 の 動物 に 対す る 寄生 生活 を も 行なう これ ら の 
真菌 群 の 分 布 の 拡大 と 進展 の 解明 に つい て は :, 今後 き 
ら に 詳細 な 検討 を 要 し よう . 

西 サ モア を 含む 南 太平 涯 の 諸島 は , まさ に アジ ア , 
オー スト ラリ ア と アメ リカ 大 陸 の 中 間 に 位 置 し て お り , 


そこ か らら Phialophora peg7rosoz か 見 出さ れ た と 云う こ 


と は 非常 に 興味 深い こと で あり , 今後 の , この 地方 の 
真菌 相 や 下 等 動植物 相 な どの 調査 に より , これ ら の 烏 
に 真菌 が 定着 する よう に な っ た 経路 も 判明 し て いく さく 
の で は な いか と 思わ れる . | | 
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Explanation of photographs. 


Photo. 1. Cauliflower-like lesions with central healing on the left leg. 

Photo. 2. Dark-brown sclerotic cells and hyphae in necrotic moss from lesion. 

Photo. 3. Phialophora pedrosoi, 30 days on Sabouraud's glucose agar at room temperature. 
Photo. 4. Cladosporium-type sporulation with short chains. 


